
　美しい山々に囲まれた白川町の地場産業。それを現場で支え続けてきた学び舎があります。
　平成9年に開校した濃飛建設職業訓練開発校が、今年で記念すべき30周年の節目を迎えました。同校は、
働きながら本物の技術を身につけ、次世代の技能後継者を育成するという重要な役割を果たし続けています。
　白川町が誇る「東濃ヒノキ」を活かす職人の技は、いかにして受け継がれてきたのか。30年という歴史の
節目にあたり、同校の歩みを振り返るとともに、技術を授ける先生方の想いや、夢を追いかける生徒たちの今
を取材しました。

『自立』し、稼げる職人を育てたい
指導員 / 纐纈建築

纐纈 眞道 さん

　7期生の頃から30年以上、生徒たちとは一人の人間として対等に向き合い、信頼
関係を築いてきました。道具を使いこなすのは当たり前。その先にある積算や工期
といった「稼ぐための経営感覚」を身につけてほしい。将来一本立ちし、家族を養う
時に必ず必要になる力だからです。事業所を超えた仲間との「横のつながり」も一生
の財産。強い志を持って技術を磨き、家づくりを支える誇り高い職人になってほしい
と願っています。

指導員

鈴木 進 さん

『基礎の基礎』が現場の助けに。
怪我なく、長く大工を続けてほしい

　普通科や文系大卒など、異なる背景を持つ生徒たちに寄り添い、毎年試行錯誤し
ながら授業を工夫しています。私が担当する測量や力学などの座学は、現場での実
践を支える大切な土台です。難しい勉強ですが、いつか壁にぶつかった時の引き出
しにしてほしい。技術はもちろんですが、何より「安全と健康」が一番の財産です。
絶対に怪我をせず、元気に家づくりを支える大工になってほしいです。

濃飛建設職業能力開発校は、
建築施工系木造建築科の職人を育てるための学校です。学校概要

平成9年（1997年）
濃飛建設職業能力開発校

が開校

平成23年（2011年）

岐阜車体の森 倉庫を建設
各地区ふれあいセンターに

防災倉庫を建設

令和2年（2020年）
おでかけしらかわ

マツオカ前バス停待合所を建設

令和8年（2026年）
協会設立30周年記念大会

を開催

その他にも…
● 技能五輪全国大会に訓練生が  
 岐阜県代表として9回出場！
● 延べ163名の技能後継者が 
 卒業
● 卒業生のうち、
 39名を一級建築技能士として、
 84名を二級建築技能士として輩出

～ここで磨く、一生モノの匠の技～

濃飛建設職業能力開発校

● 開発校に要する費用のほとんどは、雇用先の事業主が負担
● 集合訓練の日にも所定の給料が支給される
● 2年課程修了者で技能照査（修了時試験）合格者は、建築技能士補の資格が与えられる  など

その他の特徴

● 2年間（1400時間以上）※うち集合訓練（毎週水曜日）は700時間以上、分散訓練（各事業所で訓練）は700時間以上訓練期間・時間

● 高等学校卒業程度の学力がある者（専門性は問わない）
● 濃飛建設事業者職業訓練協会に加盟する企業と雇用関係にある者（雇用保険の被保険者）

入校資格

● 伝統的な木造軸組在来工法による住宅建築大工に関する技能の習得
● 地元産材「東濃ヒノキ」の特徴とその利用法に関する知識、技能の習得
● プレカット材及びプレカットシステムに関する知識の習得
● 建築CADに係る知識・技能の習得
● 新時代を志向した住宅建築及びこれからの流通形態に関する知識の習得  など

訓練内容
（主なもの）

　「後輩を育てないと、職人が絶えてしまうぞ」と先代に背中を押され、建具職人か
ら指導員の道へ進みました。開校以来30年、次世代へ技をつないできました。
　現場が機械化する現代だからこそ、学校ではあえて「墨付け」や「手刻み」などの
大工の基本を徹底し、現場で愛される「人間力」も身につけてほしいと考えています。
週に一度、仲間と切磋琢磨する時間は一生の財産。家づくりを担う「宝」である若者
たちの努力を、町みんなで温かく応援していきましょう。

『一生モノの技術』と『人間力』を。
家づくりを支える誇りを胸に榊間 博幸

校長・指導員 / 栄伸木工

さん

自ら考え、行動する大工に。
卒業生として、若者たちの成長を支えたい

　私自身もこの学校の卒業生です。自ら志して門を叩いた生徒たちの熱意を尊重し、
言われた通りに動くのではなく「自分で考えて工夫する主体性」を引き出す指導を大
切にしています。自ら悩み、試行錯誤することこそが一人前への一番の近道だからで
す。事業所を超えたつながりは一生モノ。卒業後も現場の応援で顔を合わせ、頼り
にされることは最高の喜びです。厳しい世界ですが、人間としての幅を広げ、第一線
で活躍する職人に育ってほしいです。

指導員 / 瀬尾建築

瀬尾 英臣さん

30
周
年
の
歩
み（
実
績
）
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背景は背景レイヤーで編集します

写真で
追う！訓練生の授業風景

株式会社ひろせ建築

廣瀬 玲弥 さん

　大変な現場にも素直に前向きに挑み、今ではお客さんへの対応もスムーズ
になり成長を感じます。建築業界が変化する時代だからこそ、学校で難しい
基礎をしっかり学び、やれる幅を広げてほしいです。大工はわかれば楽しく、
技術は誰にも奪われない一生の宝になる最高の仕事です。これからもお客さ
んに喜ばれる「いい仕事」を一緒にしていこう！

株式会社今井木材

今井 香樹 さん

　日に日にできることを増やし、あいさつと規律ある行動を心がけながら元
気に現場で活躍する姿からは、夢に向かう強いやる気を感じています。大工
の仕事に絶対の正解はありません。学校や現場で伝統技術と大工の基礎を学
びながら、自分なりの理想の大工像を見つけてほしいです。
　将来は私がお客様を連れてきて、すべてをやり遂げる能力を持った小鳥く
んが棟梁として家を建てる―そんな風に若い力で最高の仕事をしたいですね。
　木を愛する仲間として、ともに未来を築いていきましょう！

朝礼とラジ
オ体操で

1日がスター
ト！！

株式会社ひろせ建築

廣瀬 優斗さん

　金融機関に８年勤める中、家族の背中を見て、形に残る仕事がしたいと大
工の道を志しました。実際に始めてみると現場は想像以上に複雑で、それを
素早く的確にこなす先輩方の圧倒的な知識量には尊敬しかありません。
　学校で基礎を学んだおかげで、日々の業務で行った古い家のリフォームで
も手順が理解でき、学びが現場に活きる実感がやりがいにつながっています。
　将来は人生最大の買い物である家づくりに寄り添い、どこにも負けない提
案と施工でお客様に喜んでもらいたいです。

 株式会社今井木材

小鳥 将太さん

　小さい頃から父の影響で現場を手伝い、ずっと大工に憧れて工業高校へ進
みました。開発校では、現場だけでは分からない大工の基礎を深く学べるの
が面白いです。　　
　職場の皆さんは私の理想であり、現場の技術はもちろん、お客様への接し
方も含めてすべてを尊敬しています。
　授業の翌日には、開発校で習ったことをすぐ現場で実践させてくれる環境
がありがたいです。将来は、施工中の現場のきれいさから徹底し、お客様に
「この人に頼んで本当によかった」と言ってもらえる棟梁になりたいです。

実技実技

学科学科

働きながら、大工のプロへ！
　濃飛建設職業能力開発校では、令和9年度（31期生）の訓練生を募集して
います。濃飛建設事業者職業訓練協会加盟事業所に就職し、給料を得ながら
技能を習得できます。ここで習得した技能は、様々な資格・免許の取得はも
ちろん、「2級建築士」の受験にも大変有利になります。入校を希望の方は、
右記二次元コードから詳細をご確認ください。

濃飛建設職業能力開発校
ホームページ

測量基本実
習や

器工具使用
法など

現場で活か
せる技術を

習得してい
きます！

雇用事業主にもインタビュー

建設概論や関係法規、
木造建築施工法など
大工に必要な基礎的
な知識を学びます！

訓練生にインタビュー
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